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研究成果の概要（和文）： 「科学・ものづくり教育における安全衛生プログラムとコンテンツの開発」に係わ
る研究を行いました。本研究の成果は，学習指導要領と教科書の分析，論文・著書，翻訳，講演発表にまとめま
した。科学・ものづくり教育における安全衛生は，各々の教育の多くの場面で多様な内容と方法で係わっていま
す。あらゆることを想定し，網羅してプログラムとコンテンツを作成しましたが，まだ今後の課題として残され
ていることが多々あります。なお，安全衛生に係わる研究では，特に理念研究，実践研究，比較研究に区分して
行い，ＩＴＥＥＡ（国際技術・工学教育者学会），日本産業技術教育学会，日本教材学会，等で講演発表を行い
ました。

研究成果の概要（英文）：  The research concerning "Development of Programs and Contents for Safety 
and Health in Science and Monozukuri Education" has been conducted. The achievements of this 
research are reported as analysis of course of study and textbooks, academic papers and books, 
translated works, and presentations. Safety and Health in Science and Monozukuri Education are 
related with many educational scenes by many contents and methods. Development of programs and 
contents was pursued with anticipating and covering various things, however, there are still many 
issues to be solved in the future. Besides, the research concerning safety and health was 
categorized into principal research, practice research and comparison research, and presentations 
were given in ITEEA (International Technology and Engineering Educators Association), Japan Society 
of Technology Education, The Japanese Association of Teaching and Learning Materials and others.

研究分野：科学・ものづくり教育
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１．研究開始当初の背景 
我が国は，最も科学技術が進んだ国の一つ

であり，それを大きく支えている教育は科

学・ものづくり教育である。将来を担う児童

生徒に，効果的かつ効率的な科学・ものづく

り教育を行うことは大変重要である。また，

科学・ものづくり教育を進めると同時に，児

童生徒の安全衛生を確保する教育も大事で

ある。 
 
２．研究の目的 
本研究は，科学・ものづくり教育における

安全衛生教育を支援する内容（コンテンツ）

の開発と，教育課程の中で有意な安全衛生教

育を推進できる系統的かつ体系的なプログ

ラムを開発することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
上記に資するため，①現在の小学校学習指

導要領の生活科，理科，図画工作に見られる

安全衛生に関する事項を抽出して，各々の内

容を比較検討した。②現在喫緊の課題である

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）活動

について，愛知県内のユネスコスクールであ

る幼稚園，小学校，中学校，高校，特別支援

学校，大学の全校を対象として安全衛生教育

の実状を把握するアンケート調査を実施し，

その結果を論文として発表した。また，③全

国のユネスコスクールを対象としたアンケ

ート調査を実施し，研究誌に投稿した。④一

方，実際の小学校，中学校の技術科教師なら

びに管理職を対象とした聞き取り調査を実

施すると共に，一堂に会しての研究会を実施

した。これらの各種調査・検討より，学校教

育の現状ならびに今後の安全衛生教育の方

向性に関する有意義な資料が得られた。 

 以上の結果は，⑤日本産業技術教育学会全

国大会，そして米国におけるＩＴＥＥＡ（国

際技術教育・工学者学会）年次大会等におい

て，講演発表を行った。そして，全体をまと

めた紙媒体の報告書（313 頁）を作成した。 
 

４．研究成果 

本研究の成果は，次のように取り纏めた。 

まず，現在の安全衛生と学習指導要領

の関係を分析し，第１章１．に対照表を

作成し，次に，安全衛生と教科書の関係

を分析し，同章２．に対照表を作成した。

これより，現状の科学・ものづくり教育に

おける安全衛生教育について概観できる。 

第１章 学習指導要領と教科書における

安全衛生教育の分析 

（１）学習指導要領 

（２）教科書 

続いて，上記のことと並行して，安全

衛生に係わる理念研究，実践研究，比較

研究を行い，第２章１．に論文・著書，

同章２．に講演発表の主なものを示し，

同章３．に，本科学研究費補助金により招

聘した研究者の論文・講演発表等を掲載し

た。 

第２章 論文発表と講演発表 

（１）論文・著書 

（２）講演発表 

①ＩＴＥＥＡ（国際技術・工学教育者学

会） 

②日本産業技術教育学会全国大会 

③日本教材学会研究発表大会 

④日本教科教育学会全国大会 

⑤日本産業技術教育学会東海支部大会 

⑥愛知教育大学卒業研究発表会 

（３）招聘研究者の論文・講演発表等 
この研究期間において，研究の目的・
目標を概ね達成することができた。 
これらの諸研究成果を用いて，直接に
各校種における安全衛生教育のプログラ
ムを作成し編成することができる。一方，
間接的には，その中の内容の選択と配列
を行うことにより，新たなプログラムを
作成し編成することが可能である。また，
理念（原理）研究や実践（臨床）研究，
比較（教育）研究を通して得たコンテン
ツを，従来のプログラムに新たな内容と
して包含していくことは，大いに期待さ
れるところであり，さらに有効なプログ
ラムが形成されると思われる。 
しかし，まだ課題として残っているこ
とについては，今後取り組んでいきたい。 
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